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1. 生の規定文書PDFを見てみよう

1Yin-A-50

2. 提案：文書構造グラフ×根拠補完
手順１：PDFを文書構造グラフに変換

手順２：ブロック（箇条文）検索

NLP2026で発表
（上のQR）

手順３：近傍へ広げて根拠を補完

手順４：回答生成（根拠となる引用元を提示）

質問

火災警報音を断続して
鳴動する場合、

鳴動時間中の無音時間の
上限は何秒か？

ブロック検索
ベクトルDBを広く検索

上位候補
検索結果から上位のみ抽出

？ B1：火災警報音を断…

B3：鳴動時間中の無…

B4：警報音の音圧が…

0.92

0.88

0.72

★B1：火災警報音を断…

…

B2：休止時間は２秒…

B9：音圧測定方法は…

シード 文書構造グラフ
シードの近傍（親子・兄弟）に広げる

B1：
火災警報音を断続して
鳴動する場合にあって
は、次によること。

…

B1：
火災警報音を断続して
鳴動する場合にあって
は、次によること。

B3：
鳴動時間中の無音時
間は、２秒以下とす
ること。

親 子

補完された根拠セットを構築

このままでは
具体的な数値が不足
（「２秒以下」という
直接的な根拠がない）

B3：鳴動時間中の無…

B1：火災警報音を断… 入力 LLM

課題：根拠を漏れなく取得したい

火災警報音を断続して鳴動する
場合、鳴動時間中の無音時間は
２秒以下です（出典：B1, B3）

3. 実験設定と評価 4. 結果

根拠回収（test set） 回答品質（test set）

固定長400字

Coverage@8（高いほど良い）

全回収率@8（高いほど良い）

回答スコア（高いほど良い）

引用網羅率（高いほど良い）

固定長100字

階層ブロック

階層ブロック
＋補完

0.574
0.400

0.772
0.600

0.725
0.467

0.831
0.667

固定長400字

固定長100字

階層ブロック

階層ブロック
＋補完

0.400
0.455

0.567
0.660

0.500
0.643

0.533
0.676

‐提案法が Coverage@8＝0.831，全回収率@8＝0.667 で最高となった
‐補完：Coverage@8 は0.725→0.831、全回収率@8は0.467→0.667に改善
‐回答品質でも引用網羅率が改善し dev で回答スコア・引用網羅率が最良

5. まとめ

実験設定
‐対象文書：火災報知設備の感知器及び発信機の検定細則
‐階層ブロック数：189
‐平均ブロック長：本文のみ56文字（＋見出し：177文字）

‐QA数：75問 (dev60 / test 15)
‐比較手法：固定長チャンク (400字, 100字)、階層ブロック
‐回答生成：Qwen2.5-7B
‐採点：Qwen2.5-14B
‐回答入力根拠数：上位8件

評価
‐Coverage@k：gold根拠の平均回収率
‐全回収率@k：gold根拠をすべて回収した割合
‐回答スコア：正解1 / 部分正解0.5 / 不正解0の平均
‐引用網羅率：生成回答の引用がgold根拠をどれだけ覆うか

（補完なし）

考察 限界 今後

階層ブロックは見出し・箇条書き境界に沿うため
固定長チャンクより文脈断片化を抑えやすい

「第〇条」などの遠い参照は
親子兄弟補完だけでは拾いきれない

‐複数PDF・他分野の規定文書への拡張
‐遠い参照への対応

結論：階層ブロック+文書構造グラフ補完は根拠網羅性を改善

見出し階層
章・節・項が根拠の文脈を決める

参照表現
「前項」「次の各号」などで
離れた条項も根拠になる

列挙
(1)~(5) やア~オの列挙は
すべて揃えるべき根拠
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